
  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

補充問題  塾技 42 花のつくりとはたらき① 

 
問題 
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解答は次のページ 



  

 

 

 1    

問 1 「塾技 42  」（1）および「塾技 72  」（2）を参照。 

受粉（めしべの柱頭に花粉がつく）後，花粉から花粉管が伸び，その中を精細胞が卵細胞へと移動

する。精細胞が卵細胞に達すると，それぞれの細胞の核どうしの融合が起こって受精が終了する。

受精によって生じた細胞を受精卵と呼び，受精卵が細胞分裂をくり返して新しい体のもとである胚

になる。 

 ア：核，イ：受精卵，ウ：胚 

 

 

問 2 「塾技 42  」（1）を参照。 

Aは柱頭，Bは柱頭を支える花柱，Cは子房で，A・B・C全体でめしべを構成する。 

 A：柱頭，C：子房 

 

 

問 3 めしべは柱頭から子房までの部分となるので，図の Fである。 

 F 

 

 

問 4（1）花粉から花粉管が伸びることを直接確かめているのはウのみである。 

 ウ 

 

（2）アは，めしべに花粉を接着させても柱頭がなければ花粉管は伸びないことを示すので，アとウ

の結果を組み合わせることにより，柱頭が花粉管の伸長に必要なことがわかる。なお，エは，柱

頭が昆虫を引き寄せるのに関係がないことを，オは，受粉しなければ種子と果実は成熟しないこ

とを示す。 

 ア 

 

 

問 5 受粉後，1個の花粉からは 1本の花粉管が伸び，伸びた花粉管が途中で分岐することはない。また，

1 個の胚珠には 1本の花粉管を通ってきた精細胞のみ入り受精するため，1個の胚珠に同時に 2本以

上の花粉管が伸びることはない。 

①のサクラは胚珠が 1個あるので，胚珠に伸びる花粉管も 1本で，分岐もしていないアとわかる。 

同様に，②のリンゴはイ，③のイチゴはエ，④のキュウリはイとそれぞれわかる。 

 ① ア ② イ ③ エ ④ イ 
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塾技 42  補充問題 解答・解説 
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